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mbedとは？



mbedとは
高速プロトタイピング向
け，マイコンモジュール
です．

組み込み開発の煩雑さを
省いて問題解決に集中で
きます．

開発環境構築の手間を省略
チップ依存部分を抽象化



mbedとは
高速プロトタイピング

❖ アイデアをいち早くカタチにして

❖ (必要な機能を実装して)デモ

❖ これにより，より具体的な仕様検討を行う

❖ プロジェクトの承認者，投資家へアピール！



mbedとは
NXP LPC1768チップを
搭載した，
DIP40pinの基板．

mbed.org

英国ARM社が開発/運営



mbedとは

❖ 未経験者でも簡単に「組み込み」を

❖ 経験者には，より高度な問題解決の
ツールとして

❖ 教育向けのツールとして



簡単スタート
インストール不要のソフトウェア

環境は全てwebに

書き込みツール不要
Flashメモリへの
書き込みは「コピー」で

基板上の設定なし
スイッチやジャンパピンが
無い



手軽
❖ ツールもコードもすべて
Webに

‣ ネットに繋がった環境
さえあれば作業できる

❖ 直感的なAPI

‣ 分かりやすいAPIと  
サンプルコード

レジスタレベルの抽象化と
高機能ライブラリ群



豊富な情報

❖ 豊富なライブラリ群

❖ 各ライブラリにサンプ
ルコードがある

❖ Webサイト上のフォー
ラムで問題を共有，議
論，解決



ハードウェアと
ソフトウェア

mbed.org



ハードウェア



ハードウェア
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(1)
PCからフラッシュに
格納されたバイナリは...

(2)
リセット押下後
mbedチップがLPC1768の
内部フラシュにプログラム

(3)
LPC1768は
フラッシュに書かれた
バイナリをそのまま実行

http://mbed.org/media/uploads/chris/mbed-005.1.pdf

(0)
オンライン・コンパイラから
ダウンロードしたファイルを
コピー

http://mbed.org/media/uploads/chris/mbed-005.1.pdf
http://mbed.org/media/uploads/chris/mbed-005.1.pdf


ハードウェア

       

USB
mini-B

VBUS

mbedチップ

フラッシュ
(2MB)

LPC1768

Ether
PHY

電源関連
リセット

USB

Ether

IO
 p
or
t

PS
 &
 R
ST

USBシリアル

LocalFileSystem

http://mbed.org/media/uploads/chris/mbed-005.1.pdf

http://mbed.org/media/uploads/chris/mbed-005.1.pdf
http://mbed.org/media/uploads/chris/mbed-005.1.pdf


ハードウェア

HelloWorld_LPC1768.bin

mbedコンパイラで作成した
実行ファイルはLPC1768で
そのまま動きます

フラッシュに書き込む



ハードウェア
たとえば...

mbed teamのクリスさんの例...

http://mbed.org/users/nxpfan/notebook/mbed-led-blink-code-on-lpcxpresso-lpc1768/#japanese
LPCXpresso LPC1768

http://mbed.org/users/chris/notebook/prototype-to-hardware/

http://mbed.org/users/nxpfan/notebook/mbed-led-blink-code-on-lpcxpresso-lpc1768/#japanese
http://mbed.org/users/nxpfan/notebook/mbed-led-blink-code-on-lpcxpresso-lpc1768/#japanese
http://mbed.org/users/chris/notebook/prototype-to-hardware/
http://mbed.org/users/chris/notebook/prototype-to-hardware/


この図は，mbedと同梱のカードやwebサイト
http://mbed.org/nxp/lpc1768/quick-reference/
にあります．

ハードウェア
mbedのピン配置(リファレンスカード)

http://mbed.org/nxp/lpc1768/quick-reference/
http://mbed.org/nxp/lpc1768/quick-reference/


汎用デジタルIOピン
内側に書かれてある機能と切替できます

　　　
専用IOピン

電源ピン
電源出力ピン

mbedのピン配置(リファレンスカード)
ハードウェア



ARM Cortex-M3 CPU
Clock = 96MHz

RTC

イーサネットMAC

USBホスト/デバイス(OTG)

フラッシュメモリ : 
512KB

SRAM : 64KB

LPC1768ブロック図



❖ オンライン・コンパイラ
‣ Webにブラウザ上で提供されるIDE
‣ コンパイルした実行コードをダウンロードして使う
‣ Keil RealVew4を搭載
‣ ライブラリのアップデートなどもすべてweb上で
‣ Webブラウズ環境があればどこでも開発できる
‣ 自分のコードを公開，共有できる

❖ 充実したライブラリ
‣ C++のクラスとして実装され
たインターフェース

‣ 高度に抽象化
‣ 分かりやすいAPI定義
‣ さらに...
ユーザ・コミュニティで提供
された各種高レベル・ライ
ブラリ

ソフトウェア



ソフトウェア
ライブラリ

ハードウェア

抽象化層

ユーザ独自の
ライブラリmbedライブラリ

下位レベルのピン制御
インターフェース

コミュニティ・ライブラリ
上位プロトコルや周辺チップのライブラリ

アプリケーション・コード



さらに...
mbed.orgサイトを使って

コミュニティの活用



mbed.org

mbed.orgにはコンパイラだけでなく，
フォーラムやサンプル/ライブラリを
公開して共有する仕組みが用意されています．

自分の作ったコードを公開し，
みんなの意見を求め，より改良していく
ことも簡単にできます

http://twitter.com/statuses/update.xml
http://twitter.com/statuses/update.xml


mbed.orgサイトは日本語に
も対応．言語や情報のレベ
ルに関係なく，共有が歓迎
されています．

フォーラムではC言語の初心
者に対する親切な回答も見
られ，mbedだけでなく関連
技術を学ぶ良い場が提供さ
れています．



様々なブログでは各ユーザが
独自の使い方を公開

Keyword

Twitterではmbed関連の
情報交換が活発に

“ソーシャル電子工作” 
@jksoft913 さん



まとめ



まとめ
❖ mbedは...

‣ 幅広いユーザに
➡ 初心者，初めてマイコンを学ぶ人から組込開発の現場まで
➡ ソフト担当，ハード担当，デザイナー，あらゆる人に

‣ 開発のスピード
➡ 機能するものをいち早く作る．成功への近道

‣ 情報の共有で
➡ コミュニティの力を借りて，自分の問題に集中
➡ スピードをさらに加速
➡ 「試作 - フィードバック - 改良」の繰返しでより良いゴールへ



まとめ

❖ 今後の可能性
‣ ユーザ層の拡大でさらに大きなコミュニ
ティに
➡ より多くのライブラリの供給
➡ より多くの人のサポートが得られる環境に
➡ ソフトだけでなく，ハード開発もさらに活発に

‣ mbed.orgの機能拡充
➡ コンパイラのバージョンアップ，webサイトの機能追加改善が
常に行われている



http://mbed.org/blog/entry/Join-the-mbed-challenge/

mbed Design Challenge
mbed デザイン・コンテスト
賞金総額$10,000！　2010年2月28まで

開催
中!

ARM Forum 2010

出展計画中

東京コンファレンスセンター品川
http://www.jp.arm.com/event/forum2010.html

11月11日

http://www.jasa.or.jp/et/ET2010/index.html

ET 2010 出展準備中
12月1～3日パシフィコ横浜

Make: Tokyo Meeting 06
出展します！ 東工大11月20, 21日

http://jp.makezine.com/blog/2010/11/mtm06_announce.html

今後の予定

http://mbed.org/blog/entry/Join-the-mbed-challenge/
http://mbed.org/blog/entry/Join-the-mbed-challenge/
http://www.jp.arm.com/event/forum2010.html
http://www.jp.arm.com/event/forum2010.html
http://www.jasa.or.jp/et/ET2010/index.html
http://www.jasa.or.jp/et/ET2010/index.html
http://jp.makezine.com/blog/2010/11/mtm06_announce.html
http://jp.makezine.com/blog/2010/11/mtm06_announce.html


さらに
❖ NXPはチップや開発ツールを通して
コミュニティをサポートしていきま
す

❖ 今後，日本でのチップの入手性も改
善していく計画です

web : www.nxp-lpc.com
: @nxpfan

http://www.lpc-nxp.com
http://www.lpc-nxp.com
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NXP LPC ファミリ製品ラインアップ 

ARM7TDMI-S

ARM926EJ-S

Cortex-M3V2

LPC1300 LPC2000 LPC3000LPC1700

120MHz
512 KB Flash
64 KB SRAM
Ethernet
USB
LCDcontroller
Motor
CAN
I2S

+ Lower power 
revision2 core

72 MHz
512 KB Flash
100 KB SRAM
LCD ctrl 
Ethernet
USB
CAN
I2S

266 MHz
VFP co-
processor
MMU
256 KB RAM
TCM
LCD controller
Touch screen 
int.
Ethernet
USB 
I2S

+ LPC313x
(HS USB)

72 MHz
USB

+ Analog system 

LPC1100
LPC1200

Low Power
against 
16/8bit

Cortex-M0

Analog 
Mixed
against 
16/32bit

High 
performance

50 MHz
Battery operated 
CSP Package
CAN

+ Sensors
+ Analog system 
+ RTC
+ Watch dog

Cortex-M4

Cortex-M3V2

Cortex-M4

150 MHz
 1 MB Flash
168 KB SRAM
HS USB
Ethernet
LCD controller
　etc

+ DSP + SIMD
+ Single cycle 
MAC 
+Floating point

DSC
(MCU+DSP)
+ HS USB

ARM968E-S

LPC2900

125 MHz
768 KB Flash
56 KB SRAM
EEPROM
TCM
Motor
USB 
CAN
LIN

+ Motor control 
subsystem

LPC1800

Cortex-M3V2

150MHz
1MB Flash
200 KB SRAM
HS USB
SDIO
SPIFI
Ethernet
LCD controller
Motor 
CAN
I2S
+ Lower power 
revision2 core

High 
performance

+ HS USB


